
The Japanese Association for the Study of Taste and Smell

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　for 　the 　St二udy 　of 　Taste 　and 　Smell

日本味と匂学会誌　VoL21　 No ．2　PP．159−166　2014 年 8 月

総説特集　情動と食　適切な食育へ 向けて
一 7

発達障害の 子供たちを変化させ る機能性食品

　　 平山　諭
＊

（大五京臨床 ス キル 研究所）

　発達障が い に は、自閉症、ア ス ベ ル ガー症候群、注意欠陥多動性障害 （AD ！HD ）、学習 障害、チ ッ ク障害

な どい くつ か の タイプが含 まれ る。なか で も ADfHD は、「情動、感情、行動の コ ン トロ ール の 難しさ」を

主症状とする が 、同 じ診断名が つ い て い て も、そ の 実態は個 々 に よ っ て様 々 で あ り、本人 が 抱 え る 困難 も多

種多様で ある。

　そ こ で 、 本稿で は 、 AD ！HD 児を対象と し 、 「不注意」、 「多動性 一
衝動性」、 「ワ

ー
キ ン グ メ モ リ」などの 複

数 の 側面 に お い て、PS （ホ ス フ ァ チ ジ ル セ リ ン ） や DHA （ドコ サ ヘ キ サ エ ン 酸）摂取が 及 ぼ す効果 に つ い

て検討し た研究を紹介する 。
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ド　ホ ス フ ァ チ ジ ル セ リ ン （PS ＞、

　　　　　　（AD ／HD ）

ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （DHA ）、発達障害、注意欠陥多動性障害

は じめ に

　私 は こ れ まで、発達 障が い の お子 さん に 対する い

くつ か の特定の食品の効果に つ い て検討し て きた 。

なか で も、今 回 の 研 究事例 の メ イ ン とな る の は 、

AD ／HD の お子 さん を対 象 とした効 果研 究 で あ る 。

AD ／HD は 、「情動、感情 、行動 の コ ン トロ ール の 難

し さ」が 主 な症状で あ る が、例 え同 じ診断名が つ い

てい た として も、そ の 実態 は個 々 によ っ て さまざま

であ り、本人 が 抱え る 困難も多種多様で あ る 。 そ こ

で 、 今 回 、 PS （ホ ス フ ァ チ ジ ル セ リ ン ） お よ び

DHA （ドコ サ ヘ キサ エ ン 酸） の 摂取が AD 〆HD 児に

及ぼす効果に つ い て、「不注意」、「多動性 一衝動

性」、「ワ
ーキ ン グ メ モ リ」な ど複数 の 側 面か ら検討

した 結果 に つ い て 紹介す る。

PS による AD ／HD の症状改善の可能性

　AD 〆HD は児童期 に お け る 最 も重要 な慢性 的な神

経疾患 の
一

つ で あ る。ADIHD に は、不注意優勢型 、

多動性 一衝動性優勢型 、 ある い は両方 の 混合型があ

る とい わ れ て い る。また、そ の 原因 の ひ とつ と し

て 、前頭葉に 関連す る 問題が指摘 され て お り、注意

や 行動を適切に抑制する こ とが で きない 問題 （＝抑

制困難）が深 くかかわ っ て い るとい われて い る 。

　現在、そ の 治療に は 塩酸メ チ ル フ ェ ニ デ
ー

ト （コ

ン サータ）などの 中枢神経薬が 用 い ら れ る こ とが あ

り、症 状 軽 減 に 貢 献 し て い る が （Rapport　et　al，

1994t） ；Goldman　et　al，19982り、副作用を懸念する研

究 もある （Brue ＆ Oakland ，20023
）
〉。 そ こ で 今 回 、

代替 治療 の 可 能性 と して 着 目した の が、PS （ホ ス

フ ァ チ ジル セ リ ン ）で あ る。PS は、伝達物質 の 調

整や 細胞膜 の 生成に 関与 し、 AD ！HD の 症状改 善に

効果がある と考えられる。そ の た め、2006年の 平

山の 研 究
4〕

で は、6 〜 12歳 の 子 ど もを対象に PS の

摂取 を し て もら っ た と こ ろ 、 症状が有意 に改善 さ

れ 、 PS が ADIHD の 症状改善に 貢献す る 可能性 が 示

唆 された 。

　ワーキ ン グ メ モ リ は、『作業 記憶』 と も呼 ば れ、

貯蔵して い る情報に、い ま手 に入れ つ つ あ る 情報を

適切 に 組 み 合わせ、目的にそっ た決断をし、 実行に

移す働 きで あ る 。 ADIHD で は、こ の ワ
ー

キ ン グ メ
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モ リに関連 した能力に困難があ る と も い わ れてお

り、今 回 は そ の 能力 に つ い て も検 討す る た め の い く

つ か の課題 を用 い た。

　PS によっ て AD ／HD の 症状が改善され るか どうか

検討す る こ とを 目的 と し て、二 重盲検法 を用 い て 実

験 を行な っ た 。 研 究参加児 は PS を処 方 し た タ ブ

レ ッ ト薬 （錠剤） と偽薬 （プ ラ セ ボ薬）の い ずれか

を投与 され、誰 に どちらを与 えたかは研究参加児に

も調査者に もわか らない 形で、実験を行なっ た 。 4
〜 14 歳 の ADIHD 児 36 名 （AD ／HD の 疑 い あ りと

診断 さ れ た子 ども 7 名を含 む） を対象 とし た。今 回

の 実験参加者は 、 それぞ れ の 主治医 か ら 、 診断的面

接 を通 じて ADIHD の 診 断 を受 け て い た。また、全

員薬を使用 し た治療は 受けて い な か っ た 。 PS 摂取

群は 1 日 200mg の PS 入 りタブ レ ッ ト錠 を、プ ラ セ

ボ群 は PS が含 まれ て い な い タ ブ レ ッ ト錠を 、 それ

ぞれ 2 か月間摂取 した。両 タ ブ レ ッ ト錠 に、味 ・見

た 目 ・重 さなどの 違 い がな い ように した。

　測定基準は、次 の （1）DSM −IV−TR 診断基準に 基

づ く ADIHD の 症 状、（2）聴 覚的 記憶 課 題、（3）

GO ／NO −GO 課題 とした。

（1）DSM −IV−TR 診断基準に基づ くAD 〆HD の 症状

　 DSM −IV−TR の AD 〆HD 診断基準 に基 づ き、「不注

意度」と 「多動性 一衝動性」を評価 し、 得点化 し

た。評価は対象児の 親との 面接に よ り行 い 、質問 は

「あ る」（1 点）、「ない 」（0 点）の 二 件法とした。具

体的 な質問項 日につ い て は 、 表 1 に示す。

　 プ ラ セ ボ群 と比 較 し、PS 群 は投 薬終了後 の AD ！

HD 症状得点が有意に低 く （p 〈 O．Ol）、症状が改善

され て い た 。 症状 の 構成要素ご と の 分析で も、「不

注 意」 ψ＜ 0．Ol）、「多動 性
一

衝 動性」（p ＜ O．05）

諭

の い ずれにお い て も有意 に PS 群の 症状が改善され

て い た （表 2）。

（2）聴覚的記憶課題

　WISC −IIIの 数 唱課題 を用 い て、「順 唱」、 「逆 唱」

の そ れ ぞ れ を行 な っ て もらっ た。順唱 は 短期記憶 と

して 、 逆唱 は ワ
ー

キ ン グ メ モ リとして と らえた 。

　WISC −IIIの 順唱課題 （＝短期記憶に 関わる） で

は、有意差は見 られなか っ た が、逆唱課題 （＝ワ
ー

キ ン グ メ モ リ に 関わ る）で は有意差 が見 られ、PS

群 はプ ラ セ ボ群 と比較 して 、 投 薬終了後の 成績が有

意 に 高か っ た （p ＜ 0．05） （表 2）。

（3）GOINO −GO 課題

　GOfNO −GO 課題 は、「形 成」、「分化」、「脱分化」

の 三 つ の ス テ
ージで構成 され る。実験参加者 は、赤

い ラ ン プが点灯 したら ゴ ム球を握る よ う教示 され る

（形成）。 そ の 課題が
・
定達成され れ ば、そ の 後新た

に 黄色 の ラ ン プを導入 し、赤で は ゴ ム球を握る、黄

色 で は握 らない とい う教示 を行 な い （分化）、 さら

に そ の 後逆 に 赤 で は 握 らない 、黄色 で の み 握 る とい

う教 示 を行ない （脱分化）、そ れ ぞ れ の ス テ ージで

の 成績 を見た。

　PS 群と プ ラ セ ボ 群 の 終了時の 値 と開始時 の 値と

の 差に つ い て 、対応 の な い t 検定で 2 群間比 較を

行 っ た 。 そ の結果、逆転分化握 り忘れ数、逆転分化

エ ラ
ー数、総エ ラ

ー数の 3 項 日が 有意 に改善 された

（p 〈 0．05）（表 2）。

　今回の 結果に お い て 重要な点は、PS を摂 取 して

い た対象児で 、 AD ！HD の 症状が 有意 に 改善 され た

点 で あ る。 PS が 、
　 AD ／HD の 代替治療に 貢献する と

考え ら れ る。

　逆唱課題は、「聞い た数字を記憶する」、「記憶 し

表 lADIHD チ ェ ッ ク リス ト

  不注意
・
不注意 な ミス が 多い （ ）　　　 ・注意 を持続 で きない （ ）

・聞 い て い な い （ ）　　　　　　
・
指示 に従 えな い （ ）

・順序 だて られ ない （ ）　 　 　 ・もの をな くす （ ）

  多動
・
そ わ そわ ・もじ もじする （ ）　 ・立 ち歩 く （ ）

・静か に遊べ ない （ ）　　　　　
・
じっ として い ない （ ）

  衝動

・出 し抜 け に答える （ ）　　　 ・川頁番が待 て な い （ ）

・会話やゲ
ーム に干渉 して 邪魔する （ ）

・努力を嫌 う　（ ）
・活動を忘れ る （ ）
・注意 をそ らされ る （ ）

・
走 り回 る （高 い 所 に 登 る ） （ ）

・しゃ べ りすぎる （ ）
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発達障害の 子供 た ち を変化さ せ る機能性食品

た 数字 の 順番 を入 れ替え、再生す る」 と い う意味

で 、ワ
ーキ ン グ メモ リ に 関わ る課題 で ある と考え ら

れ るが、こ の 課題 にお い て プ ラ セ ボ群 に くらべ て

PS 群 の 方が 、 有意に摂取後 の 成績が 高か っ た 。

一・

方 で 、短期記憶 に 関連す る 課題 で あ る 順唱課題 で は

改善効果は見 られなか っ た。ワーキ ン グ メ モ リ は前

頭前野 の 働 きで あ る が 、 短期記憶 は 海馬 の 働 きだ と

推 測 され て お り、PS は前頭前野 の 活動 に 効 果があ

る と考えられ る 。

　GO ！NO −GO 課題 に つ い て は、握 り間違 い （衝動）

で 効果は確認されなか っ たが 、 逆転分化条件の 握 り

忘れ （不注意） で 効果がみ られた 。 分化条件 で は握

り忘れ、握 り間違 い に効果 は み ら れ な か っ た 。

　分化条件、逆転分化条件 と もに注意 の コ ン トロ
ー

ル が 必要で ある が、逆転分化条件で は反応を求め る

刺激 と反応 を抑制す る 刺激 が分化条件 の 場合 と逆転

する た め、注意を向ける 目標刺激を切り替える とい

う高次 の レ ベ ル が要求 される 。 注意を状況 に応 じて

適切 な方 向 に 変更す る こ とは、注 意機能 の コ ン ト

ロ ール系を司る とされ る前頭葉の 機能と関連が深い

と考 え られ る （Shallice．19885
〕

）。つ ま り、PS の 投

与が、前頭葉 との 関係 が 深 い 逆転分化条件 で の 成績

向上 に対 し強い 影響を与えた の で は な い か と考えら

れ る。

DHA による AD ／HD の症状改善の可能性

　対象児は、精神疾患 をもつ 子ど も達の た め の サ

マ
ー

キ ャ ン プに参加 した 3〜15歳 の 子 ども 68 名か

ら募集さ れ 、参加者 の うち約 90％ が 主 障害 と し て

ADIHD を有 して い た。そ の 診断 は、精神科医 に よ

りDSM −IV と行動 観察を含む診 断的面接 を通 じ て

行わ れ た 。 68 名中 6〜12 歳 の 46 名を 対 象 と し て 、

研究 へ の 協力 を依頼 し、40 名か ら同意が得 られ た。

対象児の ほ と ん ど は 薬物に よ る 治療は 受け て い な

か っ た。対象児は、年齢 ・性別に よっ て分け、乱数

表として 電話帳を用い て 第三 者に よ っ て 二 重盲験法

の や り方 に 基 づ き、対照群 と DHA 群 に 分け られ た。

2 群問 で 、年齢 ・性差 ・投薬状況 に差 は み ら れ な

か っ た。

　DHA 群 は 、 2 ヶ 月間 に 、 発酵 豆 乳 （125　m 且中

DHA 量 600　mg 、且週 間に 3 回）、ロ ール パ ン （45　g

中 DHA 量 300　mg 、 1 週間に 2 回）、蒸パ ン （60　g

中 DHA 量 600　mg 、1週間 に 2 回） を摂取 した 。 全

体と し て、1週 間 に こ れ らの 食品 か ら得 ら れ る n ＝

3 系脂肪酸は、DHA3600 　mg と EPA （エ イ コ サ ペ ン

タ エ ン酸）700mg で あ っ た。対照群 は 、　 DHA 魚油

の代わ りに、オ リーブ オ イ ル を含ん だ 区別不可能 な

プ ラ セ ボ 食品を摂取 した 。 強化発酵豆乳 における魚

油 の 香 りは 、特殊な香 りを使 っ て 除去し、魚 の 臭 い

も除去 し た 。 他 の 強化食品に つ い て も、魚油 は フ

ル
ー

ッ ジ ュ
ー

ス と
一

緒 に 乳化され、食品 は、対象児

表 2　研究 の 開始と終 f時に おける平均得点

BaselinePS

群

End

　 　Placebo君羊

Baseline　　　End

DSM −IV−TR

　 ADHD

　 AD

　 HDWISC

−llI

　聴覚的短期記憶 （順 唱）

　 ワ
ーキ ン グ メ モ リ （逆 唱）

GOfNO −GO 課題

　逆分握り忘れ

　逆分エ ラ
ー数

　総エ ラ
ー数

ll．6 ± 　3．1

6．7 ± 1．6

2．5 ± 1．6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊

7．3　± 3．8　　　11．5 ± 3．3　109 ± 45

4．4 ± 25 　　　　6．7 ± 1．8　 6．7 ± 2．3　　
＊ ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊L5　± 　1．4　　　　2．4 ± 1．6　 2．1　± 2．0

6．3　± 2．4　 7．3　± 　3．1

43 　± 2，6　 4，8 ± 3．2

1．8 ± 3．3

5，3 ± 4．6

10，8　± 　7、3

0．1 ± 0．3

3．2 ± 2．7

7．2 ± 4．6

6，5 ± 3．1　 6．9 ± 2．4

3．9 ± 2．0　 3．2 ± 2．4

0，3 ± 　1．0　　0．8　土 　1．3

3．5 ±　L8 　 3．9 土 3．1

83 ± 3．0　 8．0 ± 　5，4

＊

＊

＊

＊

分散分析お よ び t検定に より、2 群 問に 統計 的 に 有意な差 が 認め られ た 項 目に つ い て 、
＊

：p く 0．05、＊ ＊
：p 〈 0，01 で示 し た 。 2 群問 の初期値に は、い ずれ の 瑣 目につ い て も

有意差は なか っ た 。 短期記憶につ い て は、検査不適合が 1名 い たため、n ＝19。
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に対 して 、 同 じ容器 と包装 で 郵送 され、対象児 の 親

に は、子 どもの パ ン の 消費 を減 らす こ と以外 は、通

常通 りの 食事を続け る こ とを依頼 した 。

　研 究 の 開始時 と終了時 で 、 ド記 の項 日を測 定し

た。

（1＞DSM −IV の ADIHD 診断基準

　DSM −IV の AD ！HD 診 断基準 に基づ き 、 不 注意 、

多動性及 び 衝動性 σ）評価 を、対象児 の 教 師 と親 の 両

方で行っ た 。 得点は 、両者が 同じチ ェ ッ ク を した場

合 の み カ ウ ン トした 。

（2）攻撃性を評価す る た め の 質問

　  ち ょ っ との こ とで カ ッ とな っ た り、キ レ た りし

やすい ですか ？  友だ ち の 髪をひ っ ぱ っ た り、 押 し

た り、た た い た り、蹴 っ た りしますか ？ とい う2 つ

の 質問を した。評価は、親と教師の両者で 行い 、得

点 は、両者が同 じチ ェ ッ クをした場合 の み カ ウ ン ト

す る 方法 と、両 者独 立に 合計点 で カ ウ ン トす る 方法

を用い た 。

（3）視 知覚検査

　Frostig，　et　al．（1966）
6；

に よ り開発 された オ リ ジ ナ

ル 版、視知覚発達検査 （DTVP ）に ヒ ン トを得た検

査 で得点化 した。まず、テ ス ターが 、探 し出す図形

を示 し、そ の 後 60 秒以内 に、い くつ か の 同 じ図形

を含む 8 × 10 ＝80 図形 リス トか ら 、 可能な限 り多

諭

くの 図形 を見 つ け る よ う指示 した 。

（4）視覚 的及び聴覚的短期 記憶

　10秒間 に 0〜9 の 7 つ の 数字を見せ た後、また は 、

同 じよ うに 7 つ の 数字を聞か せ た後、対象児 の 記憶

を 別紙 に 再 生 さ せ て 評価 した （Miller， 19567り。数字

の 位置が合 っ て い れば正解 とした 。 健 常児 の 平均得

点は 、 4 歳児で 3 チ ャ ン ク 、 10〜12歳で 6 チ ャ ン ク

と報告され て い る （Hulme ＆ Mackenzie，19928
〕
）、、

（S）視一運動統合発達検査 DT ＞MI （Beery，1967gl
，

）

　発達年齢順 に モ デ ル 図形が並 んだ用紙 の 枠 内に、

図 形 を真似 して 描 くよ うに指示 した。得点 は、標準

化 された換算表 で 発達年齢 を出 し、生活年齢 で 除 し

て 100 をか け 、 指数で 算出し た 。 指数 1  0 が 生活年

齢相応 の 発達年齢 と なる 。

（6）　」里続遂彳于課題　
』

　 こ の 検 査で は、1〜9 まで の 数字 の 1 つ が 、 次 々

に 4 秒 間 コ ン ピ ュ
ー

タ 画面 に 現 れ、1の 後 に 9 が示

され た時の み 、ボ タ ン を押すこ とを指示 した c、エ

ラ
ーに は 3 種類があ り、1 が 出た 後 9 が 出る の を待

て ず に ボ タ ン を押 した場 合、1 が出た後 に 9 が 出て

も見逃 して ボ タ ン を押さな か っ た場合 （オ ミ ッ シ ョ

ン ・エ ラ ー）、1 が出 た 後 に 9 以外 の 数字 が出 た の

に 間違 っ て ボ タ ン を押 した場合 （コ ミ ッ シ ョ ン
・

エ

ラ
ー）で あ る （Corkum ＆ Siegel，1993

］o）
）。

サ マ
ー

キャ ン プ の 参加者 n ＝68（3〜15 歳，ADIHD ：90％ ）．

うち 1／4 は、岡山県 （キ ャ ン プ の 開催地）以外 の 出身

6〜12 歳 の AD ！HD 児全員 に 研究協 力を依頼（n ＝46）

研究協力に同意 した者 n＝40

対照群 （n ＝ 20）

4 名が投薬中

DHA 群 （n＝20）

2 名が投薬 lll

研 究完遂者

　（n；20）

研究完遂者

　（n ；20）

図 i 対象児 と無作為化 の た め の フ ロ
ーチ ャ

ート
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（7）「待つ 力」の検査

　 こ の 検査 で は 、 オ リジ ナル な手法に従 い 、 衝動性

を測定 した e4 つ の 話を聞か せ 、
い くつ か の 質問を

す る が、テ ス タ
ー

が 2秒 間を置 い て 「は い 」 と合図

を出した後に答えて もらう。 その 際、2 秒間を待て

ず に、出 し抜 け に答 えた数 を得点 に した 。 高得点 ほ

ど待つ 力が弱い こ とに な る。

　今回 の 研 究 で は 、 全員 の 対象児 が実験 を完遂 し

た。研究の 終了時 に 行 わ れ た質問紙の 回答 に よ れ

ば、食品の 消費は ほ ぼ 100°
／。 で あっ た 。 今回の 研究

で 行 われた テ ス トの 結果 を、表 3 と図 2 に 示 した 。

す べ て の 項 目に お い て、ベ ー
ス ラ イ ン 値 は 2 群間 で

有意差がみ られなか っ た。

　視覚的短期記憶は 、 DHA 群で はな く、 対照群で

有 意 に 改善 された （図 2a）。検査 の 日 に 投薬 して い

た 2 名、ある い は、定期的に薬を服用 して い る 6 名

（表 3 参照 ）を除 い た場合 も、図 2 に示 された傾向

との 違 い は ほ とん ど見 ら れず、p 値に 変化 は な か っ

た 。 また、ADIHD 傾向児 （各群 4 名）を除外 して

も同 じ結果で あっ た。

　 コ ミ ッ シ ョ ン エ ラ
ー

の 数 （図 2b） は、対照 群 で

有意に低下 し、 DHA 群 で増加 す る傾向にあ っ た 。

投薬 中 の 6名ある い は AD ／HD 傾向児 8 名を除外 し

て も、結果に著 しい 変化は認め ら れ なか っ た 。

　攻撃性につ い て は、2 つ の 質問を設定 したが、親

表 32 群の 対象児の 特性

と教 師が 同 じチ ェ ッ ク をした場合 の みを得点 に す る

方法では両群間で有意差は見 られず 、 親と教師 の 得

点を独立 させ て、合計点で計算する と図 3 に示す結

果が得 られた 。 DHA 群 で は、対 照群 と比較 して、

有意に攻撃性が減少 した 。 親 と教師が観察 しや すい

行動が異 なるため、質問内容 に よ り親 と教師 の 評価

に ズ レが生 じた と考えられ る。

　今 回 の 結 果 と して 注 目す べ き点 は 、 DHA 群 の

ADIHD 症 状が対照群 と比較 して 改善 され なか っ た

点で ある 。 対照群で み られ た成績 の 向上 は、学習効

果 に よる可 能性 が あ る 。 実験 開 始前 に は、「も し

DHA が 対象児 の 行動、特に 注 意力を改善す る な ら

ば、外見上 の 記憶力 も改善 するだろ う」、とい う仮

説 の もとに短期記憶の テ ス トを設定したが 、 結果は

筆者らの 期待とは反する こ とに な っ た。

　なぜ視覚的短期記憶と コ ミ ッ シ ョ ン エ ラ
ーに お い

て 、2 群間 で 有意差が 出た の か は明確 で な い 。しか

し、神経伝達物質ノ ル ア ド レ ナ リ ン が 、こ の 問題 の

カ ギを握 っ て い る と考えられる 。 精神刺激剤 の 主な

メ カ ニ ズ ム と し て 、 交感神経終末部や ク ロ ム親和性

細胞 （chromarnn 　 cells ＞か ら ノ ル ア ドレ ナ リ ン を遊

離 （放 出） し （Rothman　et　aL，2001Lo；Cooper　et　al．，

20e3t2h）、順次、注意 を含む高次脳機能を調整す る

脳内 の ノ ル ア ド レ ナ リ ン シ ス テ ム を活性化す る

（Biederman＆ Spencer，　1　ggg
’3）
） こ とが示唆 され て い

対照群

（n ＝20）

DHA 群

（n ＝20）

男
・女 （層別化 され た）

年齢 （層別化さ れ た）

投薬中 の 対象児の 数

DSM −IVにお ける ADIHD の タイプ

　混合タ イプ

　不注意 タ イ プ

　多動性 一衝動性タ イプ

　ADIHD 傾向タ イプ

重複障害をもつ 対象児の 数

　 ア ス ペ ル ガー
症候群

　行為障害

　学習障害

　気分 障害

　 　 16・4

9 （7−10．3）

　 　 　 　 4

682457355

　 　 16 ・4

9　（6，8−ll．3）

　 　 　 　 2

78

−

422001

　

　

　

　

1
　

　
　
　
　

1

2 群 間 に 有意差 は み られ なか っ た （カ イ ニ 乗検定）。 DHA 群 の 2 名は 、 メ チ ル

フ ェ ニ デー トの み で 治療 され て い た が、対照群 で は、4 名が 薬を服用 し て い た 。
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図 2 視覚 的短期記憶 （a） とコ ミッ シ ョ ン エ ラ
ー （b）の 変化

　a ： 対象児が 記憶 し て い た 数字の 個数 （Miller， 19567
〕

）。　b ： ミ ッ シ ョ ン エ ラ ーの 個 数 （Corkum　et　al．，

　1993t°）
）。8 名の ADx

’
HD 傾向児や 6 名 の 投薬中の 対象児を除 い て も、　 a と b 両方に お い て 、同様 の p 値が

　得 ら れ た ，，

q
。喟
鴇
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＜
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図 3　親と教師の独立評価に よる 攻撃性 の 変化

　親 と教師 の 得点 を加算して得 られ た 評価 。

　
＊

：p ＝0，01 （Mann −Whlney　U −test）、
＊ ＊

：p ＝0．001

　（Wilcoxon
’
s　test）

る 。 ま た、2 ヶ 月間 の DHA 投与が、長期に わ た る

ス トレ ス に さらされた健康 な学生 の 血漿中 ノ ル ア ド

レ ナ リ ン 濃度 を減少 させ る こ とが報告され て い る こ

と か ら、DHA は 攻撃性に 重 要な役割 を果す 中枢 ノ

ル ア ドレ ナ リン シ ス テ ム を抑制 した 可能性が 考え ら

れ る 。 そ の 結果と し て 、DHA は ADIHD 対象児 に

精神刺 激剤 と は 反対 の 効果を及ぼ し、注意力 の 低下

を引き起 こ し、学習効 果 を減弱 させ た と考え ら れ

る 。

　今同 の 結果 と 同様 の DHA に よ る 攻 撃性 コ ン ト

ロ
ー

ル 効 果に つ い て は、複数 の 報告がある （Hamazaki

et　a ］．1996
’” ”

　
，
　200215

’

）。質 問 1 の 敵意 性 に 関す る 強

化食 品の 効果は 、 教師 よ りも親の方が よ り高く評価

を した。質問 2 の 身体的攻撃に 関する効果 は 、親 よ

りも教師の 方が 高 く評価を した。図3 に示 されたよ

うに、親 と教師 の 得点を独立 させ 、 合計点で計算し

た方が 、両群 間の 有意差 を見 つ け る こ と に つ なが っ

た。その 要因に つ い て は、質問 1 は家庭 で、質 問 2

は学校 の クラ ス で観察されやす い 質問内容で あっ た

た め に、親 と教師 の 評価 に 差が出 た た め と推測され

る。ADIHD の 二 次的症状 として 、 反抗挑戦性障害

や行為障害が牛 じや す い が、こ うした障害 の 予防や

治療 に DHA が 有効で あ る こ とが 示唆 さ れ た 。

　今 回摂取 した DHA に は 同時に EPA も含 まれて い

た （DHA ：EPA ＝5 ： 1）た め、巳PA が 及 ぼ し た 影響

に つ い て も検討 した。DHA は、組織 の 脂肪酸構成

へ の 影響にお い て EPA とは 異な る面を もつ 。 健康

な ヒ トに お い て、DHA の み の 摂取 は、多形核 （poly−

morphonucler ）白血球 の リ ン 脂質分 両 中 の DHA と

EPA を増加 させ た 、

一
方、　 EPA の み の 摂取 は 、 白

血 球 の ホ ス フ ァ チ ジ ル エ タ ノ
ー

ル ァ ミ ン 分画中 の

EPA を増加 さ せ た が 、　 DHA レ ベ ル は減 少 させ た

（Terano　 et 　al．，1987L6り。 こ の こ と か ら、　 DHA 摂取 は

DHA と EPA 両方 を増 や すと考えられ、強化食 晶 に
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含 まれ た 少量の EPA の 有無は 、 組織の 脂肪酸構成

に影響を与えなか っ た可能性が高 い 。

　結論 と して、DHA を含む食品が ADIHD 症状 を

改善す る こ とはなか っ たが、ADIHD 児が t 次 的症

状 と し て もちや す い 攻撃性 は、DHA の 摂取 に よ り

減少させ る こ とが で き、 その 結果 と して 、 学校 と家

庭 の 両方で 、AD 〆HD 児 の 人間関係を改善 させ る こ

とが で きる と考え ら れ た 。 脂肪酸に よ る ADIHD の

治療は、さらなる研究が待たれるが、脂肪酸の 使用

に は ト分な注意が払わ れ る べ きで ある 。

おわ りに

　今回紹介 した 2 つ の 研 究 で は、AD ！HD の 特性 に

対す る栄養素 の 効果 に つ い て 、様 々 な検討を行な っ

た 。 主と して 、 PS は AD ／HD の 典型症状 や ワ
ー

キ ン

グ メ モ リ 関連能力に 、DHA は 攻撃性 に 、 それぞれ

改善効果 を持つ 可 能性が示 唆 され た。AD 〆HD は成

人にお い て も見 られ る こ とが近 年指摘 され て い る

が 、そ の行動的特性か ら、他の 社会的
・
心理的問題

を併発する こ とが多 い 、とも指摘 され て い る。例 え

ば、ADfHD に よ り整頓 が苦 手な人 の 場合は 自己評

価 が 低 下 し抑うつ 状態に な りや す く、また 、攻撃性

を抑える こ とが困難な人 の 場合、周囲 の 人との 人間

関係形成が難 しい 場合 もある 。

　こ れ まで の 研究で 、 口本 に お い て は子 ど もの 頃か

ら積極的に薬 に よる治療 を行な うこ とは あま り好ま

れない こ とが 示され て い る 。 こ の点は海外 の 先行研

究の 参加児 と、私た ちの 実験参加児を比較す る と明

白である 。 私たち の研究にお い て は、投薬治療を継

続的 に 行 なう子 どもは少数で あ っ た 。 食品 に含 まれ

る栄養素が AD ／HD の 症状 に効果 を持 つ な らば、こ

れ らの 投薬 へ の 抵抗感 を持 つ 人 々 に も受け入 れ られ

や す い と考え る た め 、栄養素 に 関す る一
連 の 研 究

は、今後大い に意義の あ る もの だ と考 え 胤 、

　食事 は、食卓を囲む人同士 の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン

の 促進 ・食文化 の 伝達 とい う側面で 、人 の 情緒形成

に 大い に貢献す る 。 それ と同時 に、脳科学 とい う観

点か らも、適切な食事が 情緒の安定に大 い に貢献す

る 可能性があ る とい う点を、こ の 総説 の 結 び とさせ

て い た だ きた い
。
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